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【本調査の概要】

【都道府県の地方区分について】

北海道 北海道

東北 青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県

関東 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 

中部 新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県

近畿 三重県、滋賀県、奈良県、和歌山県、京都府、大阪府、兵庫県 

中国 岡山県、広島県、鳥取県、島根県、山口県

四国 香川県、徳島県、愛媛県、高知県

九州 福岡県、佐賀県、長崎県、大分県、熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

【本文中の表記について】

ホームステイ方式 年間を通して主にホームステイ宅で生活をするもの

寮方式 年間を通して主に寮で生活をするもの

併用方式 年間を通して、ホームステイ及び寮での生活を同数程度行うもの

家族方式 留学生本人だけでなく家族等と移住するもの

　本調査でいう「山村留学」とは、山村留学だけでなく、海浜留学などの義務教育期間中の日本
国内における留学制度全般を指します。これらの総称を、表記上、山村留学とします。
　なお、同一行政区内での学区域外通学はこれに含みません。

本調査では、一般的な八地方区分を採用しています。

　本調査は主に山村留学実施地域を対象としており、昭和５１年度より継続して実施しているもの
です。尚、現在の対象となる地域は、平成１２年度文部科学省委嘱事業「山村留学と国内ホーム
ステイ等の実態についての調査研究」を元に、毎年更新して決定しています。
　平成２９年度のアンケート配布地域数及び有効回答数は以下の通りです。

　小学校・・・配布数１０３校（有効回答数９４校、無回答等９校）
　中学校・・・配布数５３校（有効回答数４７校、無回答等６校）

　　※無回答等は本調査内容には含まれていません。

本文中では、山村留学の居住形態別に以下の分類及び表記を行っています。



　山村留学データバンク

○実施都道府県 ２２道府県 （留学生受け入れ２１、受け入れなし１）

○実施自治体 ６７市町村 （留学生受け入れ５５、受け入れなし１２）

○小学校 ９４校 （留学生受け入れ７１､受け入れなし２３）

○中学校 ４７校 （留学生受け入れ３７､受け入れなし１０）

○小学生参加者 ３７４人 （新規参加者２４７人、継続参加者１２７人）

○中学生参加者 １８８人 （新規参加者７３人、継続参加者１１５人）

○参加者累計（昭和５１年度～平成２９年度延べ人数）

○山村留学体験者数（新規参加者のみの累計）

∇地域別の山村留学実施校と受け入れ人数

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州沖縄 全体

18 2 3 26 6 4 12 70 141

16 1 2 23 3 4 8 51 108

2 1 1 3 3 0 4 19 33

63 1 7 197 15 30 52 197 562

3.9 1.0 3.5 8.6 5.0 7.5 6.5 3.9 5.2

∇小中学生別参加者数の推移（Ｈ２６～Ｈ２９）

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

小学生 304 307 347 374

中学生 184 172 197 188

合計 488 479 544 562

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

受け入れなかった学校

参加した留学生数

全国の山村留学情報

一校平均の受入れ数

２０,１４０人

１１,９３２人

実施学校

受け入れた学校

平成２９年度は前年度に比べて小学生が２７人増、中学生が９人減となり、総数

では１８人増の５６２人となった一方で、実施自治体は３市町村の減となりました。

また最近では、自治体合併によって拡大した数万人規模の自治体の一地域に

おいて、地域や学校の活性化策の一つとして実施されるケースも増えてきまし

た。これは、平成１７年頃の自治体大合併から１０年あまりが経過し、新たな政策

として山村留学に着目する自治体が増えているとも考えられます。

いずれにしろ、留学希望者は増加傾向にあり、その期待を裏切らない山村留学
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全国の山村留学情報

　山村留学実施市町村及び学校名　NO.1

Ａは親元を離れた山村留学生数（ホームステイ、寮、併用）：Ｂは家族で転居した山村留学生数（家族）：無記入は受け入れなし 単位（人）

A B A B A B

雄武町 共栄小 2 粟島浦村 粟島浦小 1 南丹市 美山小 6

清里町 緑町小 1 粟島浦中 12 6 0

黒松内町 白井川小 1 13 0

鹿追町 瓜幕小 3 A B

瓜幕中 3 2 A B 神河町 越知谷小 6

新得町 富村牛小 2 丹波山村 丹波小 5 6 0

富村牛中 3 丹波中 2

西興部村 上興部小 7 早川町 早川南小 3 A B

東神楽町 志比内小 10 早川北小 8 紀の川市 鞆渕小

日高町 里平小 1 早川中 14 鞆渕中 3

美深町 仁宇布小 2 小菅村 小菅小 17 那智勝浦町 色川小

仁宇布中 5 6 小菅中 9 色川中

平取町 振内小 5 0 58 3 0

振内中 3

芽室町 上美生小 2 2 A B A B

上美生中 2 1 阿智村 浪合小 12 3 大田市 北三瓶小 4

中頓別町 中頓別小 阿智中 4 1 北三瓶中 4

中頓別中 売木村 売木小 5 8 0

17 46 売木中 7

大鹿村 大鹿小 A B

A B 大鹿中 岩国市 本郷小 18

丸森町 筆甫小 大町市 八坂小 9 本郷中 4

耕野小 1 美麻小 5 22 0

1 0 八坂中 8

美麻中 10 A B

A B 北相木村 北相木小 18 12 那賀町 木頭小

上野村 上野小 2 長野市 大岡小 8 美波町 由岐中伊座利分校 2

上野中 5 大岡中 5 伊座利小 6

7 0 泰阜村 泰阜小 12 0 8

泰阜中 6

A B 109 16 A B

越生町 梅園小 砥部町 広田小 19

0 0 A B 19 0

七宗町 神渕小 1

神渕中

0 1

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

埼　玉　県

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

合　　計

京　都　府新　潟　県

兵　庫　県

和　歌　山　県

島　根　県

山　口　県

徳　島　県

愛　媛　県

岐　阜　県

長　野　県

山　梨　県

北　海　道

宮　城　県

群　馬　県

合　　計
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　山村留学実施市町村及び学校名　NO.2

Ａは親元を離れた山村留学生数（ホームステイ、寮、併用）：Ｂは家族で転居した山村留学生数（家族）：無記入は受け入れなし 単位（人）

A B A B A B

安芸市 東川小 阿久根市 田代小 1 三島村 三島小 2

いの町 本川中 7 大川小 竹島小 1

馬路村 魚梁瀬小 5 天城町 西阿木名小三京分校 大里小 1

魚梁瀬中 1 伊佐市 南永小 片泊小 2

大川村 大川小 4 出水市 上場小 1 三島中 2

大川中 8 霧島市 永水小 2 竹島中 5

室戸市 中川内小 薩摩河内市 鹿島小 10 2 大里中 2

中川内中 瀬戸内町 与路中 片泊中 1

19 6 与路小 3 南種子町 ※ 32 16

徳之島町 手々小

A B 手々中

うきは市 姫治小 5 十島村 中之島小

宗像市 地島小 5 諏訪之瀬島小 1 屋久島町 永田小 3 5

八女市 星野小 8 宝島小 金岳小 3

18 0 小宝島小 1 栗生小 1 1

悪石島小 八幡小 4

A B 口之島小 2 金岳中 2 1

佐賀市 北山東部小 3 中之島中 与論町 与論中 2

3 0 諏訪之瀬島中 1 湧水町 幸田小

宝島中 2 姶良市 漆小

A B 小宝島中 4 101 27

五島市 久賀小 3 悪石島中

久賀中 3 口之島中 A B

奈留小 2 中種子町 岩岡小 5 国頭村 安田小 5
奈留中 2 西之表市 上西小 2 渡嘉敷村 渡嘉敷小 1

10 0 国上小 2 渡嘉敷中 7

伊関小 1 南城市 久高小

A B 安納小 久高中 8

西都市 銀上小 8 安城小 16 5

銀鏡中 8 1 現和小 2

16 1 古田小

住吉小

合　　計

合　　計

佐　賀　県

合　　計

長　崎　県

合　　計

合　　計

沖　縄　県

全国の山村留学情報

鹿児島県鹿児島県

宮　崎　県

合　　計

合　　計

高　知　県

福　岡　県
※茎南小、西野小、大川小、
　　島間小、平山小、花峰小、

長谷小で合算
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全国の山村留学情報

　居住形態別データ

∇居住形態別の地域別参加者数

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州沖縄 全体

7 1 0 0 0 1 0 138 147

10 0 7 49 3 21 38 26 154

0 0 0 73 12 8 0 0 93

46 0 0 75 0 0 14 33 168

63 1 7 197 15 30 52 197 562

∇居住形態別参加者数の推移（Ｓ５８～Ｈ２９）
ホームステイ方式 寮方式 併用方式 家族方式

Ｓ５８ 35 0 40 0

Ｓ６３ 166 208 75 22

Ｈ５ 172 215 93 80

Ｈ１０ 219 258 99 190

Ｈ１６ 252 248 110 256

Ｈ２２ 149 174 89 110

Ｈ２５ 125 202 81 149

Ｈ２７ 108 167 86 118

Ｈ２８ 121 166 102 155

Ｈ２９ 147 154 93 168
　

　

　

合計

ホームステイ方式

寮方式

併用方式

家族方式

居住形態別の参加者数をみると、ホームステイ方式が前年度より２６人増えた一方で、

寮方式と併用方式を合わせると２１人減となっています。これは施設運営や指導員人件

費等でコストがかかり比較的月謝の高い寮や併用方式よりも、月謝が安価になりやすい

ホームステイ方式に需要が集まったと考えられます。

ただ、指導員等が配置されている場合は、活動内容が充実しやすく、山村留学の体験

としてみれば魅力的な面も多いため、指導体制のしっかりとした地域には、月謝の高低

に関わらず、多くの希望者が集まっています。
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ホームステイ方式は約９４％が九州沖縄地区に集中しており、併用方式は約７８％が中部地区、家族方式は北

海道地区、中部地区、九州沖縄地区だけで約９２％となっている一方で、寮方式は全国的にばらけている傾向が

あります。また、東北地方は留学実施地域が最も少なくなっており、ここ数年で廃止となった地域も見られるなど、

平成２３年に発生した東日本大震災の影響が色濃く残っています。
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　学年別・男女別データ

∇居住形態別の学年別参加者数

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 不明 合計

ホームステイ方式 0 8 8 20 36 28 12 20 15 147

寮方式 0 2 10 33 30 18 29 19 13 154

併用方式 0 1 7 12 24 15 13 15 6 93

家族方式 23 19 25 21 15 18 13 15 15 4 168

合計 23 30 50 86 105 79 67 69 49 4 562

∇学年別の男女別参加者数

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 合計 不明

男子 13 17 33 51 60 47 45 42 32 340

女子 10 13 17 35 45 32 22 27 17 218

合計 23 30 50 86 105 79 67 69 49 558 562

　

　

　

　

4

学年別では小５（１０５人）が最も多く、次いで小４（８６人）、小６（７９人）、中２（６９

人）となっています。

家族方式は、家族が同居するという特徴のため、低学年でも山村留学に参加しや

すく、小１でも２３人留学するなど、学年によるばらつきはあまり見られません。

一方で、子どもだけが留学をする他の方式では、親元を離れるという心理的な側面

と、実際に生活していくための力が必要となるため、小３頃から徐々に増加傾向が見

られます。
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全体では男子が３４０人（約６１％）、女子が２

１８人（約３９％）で、前年度同様に男子：女子＝

６：４の比率となっており、男女ともに小５がピー

クとなっています。

以前は男子の比率が高い時期もありました

が、最近では女子の比率も上がっており、実施

地域によっては女子が男子を上回っています。

こうしたことから、山村留学に参加するにあ

たっては、性差はあまり影響していないと考えら

れます。

5
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　都道府県別の山村留学受け入れ人数

○

○

○

○

※人数比較は前年度と比べた数字

∇都道府県別の留学生受け入れ人数

北海道 17 46 63

宮城県 1 0 1

群馬県 7 0 7

埼玉県 0 0 0

新潟県 13 0 13

山梨県 0 58 58

長野県 109 16 125

岐阜県 0 1 1

京都府 6 0 6

兵庫県 6 0 6

和歌山県 3 0 3

島根県 8 0 8

山口県 22 0 22

徳島県 0 8 8

愛媛県 19 0 19

高知県 19 6 25

福岡県 18 0 18

佐賀県 3 0 3

長崎県 10 0 10

宮崎県 16 1 17

鹿児島県 101 27 128

沖縄県 16 5 21

合計 394 168 562

　

平成２９年度の山村留学参加者数は５６２人で、うち子どもだけで留学した参加者数は３９４人（約７
０％）、親等と一緒に留学した参加者数は１６８人（約３０％）です。

子どもだ
けで留学

親等と一
緒に留学

合計

受け入れ人数が多い都道府県は、鹿児島県（１２８人、２０人増）、長野県（１２５人、３人増）、北海
道（６３人、４人減）、山梨県（５８人、３１人増）です。

子どもだけで留学した参加者数が多いのは、長野県（１０９人、７人減）、鹿児島県（１０１人、１２人
増）のほか、山口県や愛媛県、高知県が多くなっています。

親等と一緒に留学した参加者数が多いのは、山梨県（５８人、３１人増）、北海道（４６人、１人減）の
ほか、鹿児島県が多くなっています。
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　４２年間の山村留学参加者数の推移

∇山村留学参加者数の推移

年度 参加者数

Ｓ５１ 9
Ｓ５２ 19
Ｓ５３ 15
Ｓ５４ 20
Ｓ５５ 35
Ｓ５６ 44
Ｓ５７ 59
Ｓ５８ 75
Ｓ５９ 100
Ｓ６０ 144
Ｓ６１ 239
Ｓ６２ 348
Ｓ６３ 471
Ｈ１ 456
Ｈ２ 483
Ｈ３ 515
Ｈ４ 544
Ｈ５ 562
Ｈ６ 628
Ｈ７ 646
Ｈ８ 683
Ｈ９ 714

Ｈ１０ 791
Ｈ１１ 780
Ｈ１２ 811
Ｈ１３ 775
Ｈ１４ 790
Ｈ１５ 804
Ｈ１６ 860
Ｈ１７ 808
Ｈ１８ 806
Ｈ１９ 689
Ｈ２０ 677
Ｈ２１ 551
Ｈ２２ 522
Ｈ２３ 527
Ｈ２４ 510
Ｈ２５ 557
Ｈ２６ 488
Ｈ２７ 479
Ｈ２８ 544
Ｈ２９ 562
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参加者数

昭和５１年度に長野県八坂村（現大町市）で日本初の山村留学が実施されて以後、４２年間の参加者数の推

移です。一時８００人を超えた参加者数も、自治体合併やホームステイ先の高齢化、地元児童生徒数の減少、

学校統廃合等により受け入れ学校も減少に転じ、参加者数も平成２７年度には４７９人まで減少しました。しか

しながら、ここ数年は増加傾向に転じ、平成２９年度は５６２名となっています。

ピーク時に比べて受け入れ校は減少してはいますが、新たに開設されたり、長年にわたって実施している地

域に安定的に留学生が集まっていることが、今回の調査における増加傾向に繋がったと考えられます。
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全国の山村留学情報

　４２年間の山村留学実施校の推移

∇受け入れ校数と受け入れなし校数の推移
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Ｈ１ 65 5 70
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Ｈ３ 69 11 80
Ｈ４ 87 10 97
Ｈ５ 89 16 105
Ｈ６ 104 13 117
Ｈ７ 103 19 122
Ｈ８ 109 25 134
Ｈ９ 122 23 145

Ｈ１０ 131 32 163
Ｈ１１ 147 27 174
Ｈ１２ 157 32 189
Ｈ１３ 153 40 193
Ｈ１４ 151 42 193
Ｈ１５ 149 47 196
Ｈ１６ 158 37 195
Ｈ１７ 140 40 180
Ｈ１８ 147 29 176
Ｈ１９ 143 32 175
Ｈ２０ 138 37 175
Ｈ２１ 120 31 151
Ｈ２２ 113 34 147
Ｈ２３ 106 41 147
Ｈ２４ 100 46 146
Ｈ２５ 100 31 131
Ｈ２６ 94 23 117
Ｈ２７ 84 20 104
Ｈ２８ 108 35 143
Ｈ２９ 108 33 141
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山村留学実施校は昭和６０年度頃から増加し、一時は２００校弱で推移しています。山村留学を中止した

学校は平成３年頃から目立ち始めましたが、開設した学校もあり大きな減少にはなっていません。

その後、平成１７～２１年度は、学校統廃合や自治体合併等の影響からか、中止する学校の方が多くなっ

ていましたが、平成２８年度頃からは新たに参入するケースもみられ増加する結果となりました。
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全国の山村留学情報

　４２年間の参加者数の推移（受け入れ地域別・居住形態別）

∇受け入れ地域別に見た参加者数の推移

Ｓ５８ Ｓ６３ Ｈ５ Ｈ１０ Ｈ１５ Ｈ２０ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

北海道 0 23 93 195 179 151 91 75 70 67 63
東北 0 69 46 34 18 14 8 1 3 15 1
関東 0 3 25 52 60 29 39 14 14 40 7
中部 56 163 160 231 163 127 108 109 145 122 197
近畿 19 148 96 82 61 62 44 34 27 53 15
中国 0 33 30 28 22 32 30 29 28 29 30
四国 0 17 50 47 74 69 65 53 57 59 52

九州沖縄 0 15 62 122 227 193 172 173 135 159 197
合計 75 471 562 791 804 677 557 488 479 544 562

∇居住形態別に見た参加者数の推移

Ｓ５８ Ｓ６３ Ｈ５ Ｈ１０ Ｈ１５ Ｈ２０ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９
ホームステイ方式 35 156 175 240 251 180 125 120 108 121 147

寮方式 0 213 214 266 243 219 202 179 167 166 154
併用方式 40 82 93 95 87 105 81 70 86 102 93
家族方式 0 20 80 190 223 173 149 119 118 155 168
合　　計 75 471 562 791 804 677 557 488 479 544 562
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